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いと考え、大学院へ入学す
る決意をしたと言います。実
際にその成果は実を結び、
今では以前より説得力を
持って対応できていると感
じているそうです。「自分で
実際に多くの時間と労力を
研究に費やしたことが大き
い」と傳田さんは話します。
また、学外も含めた様々
な研究者との繋がりができ
たことも、大学院に入学した
成果だと感じています。例え
ば、つくば市の国立研究開

発法人物質・材料研究機構で、扱える人
は多くない透過型電子顕微鏡の操作を学
ぶ機会があり、「とても貴重な機会で、自
身のスキルアップにもつながった」と話し
ます。

　今後の展望についてお聞きする
と、「CS法の普及を通じて、と
にかく県内企業の役に立
ちたいですね」と傳田さ
ん。大学院で学んだ知
識と技術を経験を活かし
て、長野県工業技術総
合センターでのより一層
の活躍が楽しみです。

の予備酸化処理層の最適
な厚さなどを研究によって
明らかにしました。

傳田さんは、日中は長野
県工業技術総合センター
で働き、その後に研究に取
り組んでいたそうです。働き
ながらの研究は並大抵の
ことではなかったと想像でき
ます。それでも取り組んだ

大きな理由は、県内企業に対して高付加
価値型のものづくりを推進するための手
立てのひとつとして、「CS法を“より説得力
をもって”説明したいと考えたから」だと言い
ます。
ある時、県内の付加価値型ものづくりを
推進する一貫として、センターにＣＳ法の
施工機械が導入され、傳田さんが県内企
業へ利用方法などを説明する担当になり
ました。ただ、十分な知識や技術がないと
感じ、これでは説得力を持って説明できな

日本国内での工業製品の生産は、安価
な人件費の新興国での生産に対して、価
格競争力では太刀打ちすることが難しいと
いうのが実情です。そのため、日本国内で
工業製品を生産する特に中小企業には、
価格競争ではない、付加価値を高めるも
のづくりが求められています。
こうした中で、付加価値型ものづくりに
貢献する技術のひとつとして、「コールドス
プレー法（CS法）」という溶射（コーティン
グ）技術があります。これは、高速で金属な
どの粉末材料をセラミッ
クなどの基材に吹き付け
て皮膜を形成する技術
です。施工時の熱の影
響を低減し、基材の性質
を変えないで金属などを
コーティングできることか
ら、耐久性や性能といっ
た点でより付加価値の
高い工業製品の生産が
可能になります。実は、
電子機器の電圧制御な
どを担うパワーデバイスや自動車・航空機
のエンジン部品などにも適用を検討されて
いる技術で、自動車メーカーや家電メー
カーなども特許取得に乗り出す“黒子的な”
注目の溶射技術として注目されています。 
長野県工業技術総合センター　材料技
術部門　金属材料部の主任研究員である
傳田直史さんは、信州大学大学院で社会
人大学院生として、このCS法の研究を
2023年度まで行っていました。具体的に
は、まだ十分には解明されていなかった、
CS法で機材のセラミックにアルミニウムを
よりコーティングしやすくするメカニズムに
ついて研究。基材に予備的に酸化処理を
施すことでコーティングしやすくなること、そ

黒子的な注目の溶射技術
コールドスプレー法

大学院だからこその
スキルアップと
人脈の広がり

県内企業の“付加価値型ものづくり”に役立ちたい！注目の溶射技術「コールドスプレー法」を研究

さん傳田 直史
　黒子的な存在として、私たちの暮らしを支える技術があります。金属をセラミック
などにコーティングする溶射技術「コールドスプレー法」もその１つ。電子機器の
電圧制御などを担うパワーデバイスなどにも適用を検討されています。長野県工業
技術総合センターの主任研究員である傳田直史さんは、2023年度まで総合工学系
研究科　システム開発工学専攻で社会人大学院生として、コールドスプレー法の研究
に従事。大学院修了後は同センターで、研究の経験を活かしてその普及に尽力し、
長野県内の中小企業が付加価値型のものづくりに取り組めるようにサポートして
いこうとしています。

総合工学系研究科
システム開発工学専攻 精密工学社会人コース
博士課程単位修得（社会人大学院生）

（文・佐々木  政史）

でん だ なお ふみ

私が勤める長野県工業技術総合センター
には、信州大学で社会人大学院生として研
究された経験を持つ方が何人かいます。その
ような同僚は、知識や経験が豊富であるだけ
でなく、センターに相談に来られる方々に対
して、より説得力を持って新技術の導入提案
などを行っているように感じました。大学
院の門を叩いたのは、私もそうなりた
いと思ったからです。社会人大学
院生としての経験が、県内のも
のづくり企業のお役に少しでも
立てれば嬉しいですね。

ご本人から一言

　傳田さんは長野県工業技術総合
センターにお勤めで、小さなお子さん
もおられますので、なかなかまとまった
時間がとれないかと思います。それで
も，せっかくの機会ですので、博士号
の学位に挑戦していただければと思っています。
論文作成の過程で、これまでの研究を改めて体
系的にまとめ直すことにもなりますし、博士号の
学位を持っていると何かと役に立つこともありま
す。将来を見据え、ここが踏ん張り時です。

指導教員から
信州大学学術研究院（工学系）
榊 和彦教授

アルミニウム合金の丸棒に銅皮膜を形
成した様子。円筒形（ステンレス）のもの
がコールドスプレー装置のスプレーガン。
画面中央の棒（上が茶色、下がシル
バー）が、コールドスプレーで銅皮膜を形
成した試験体
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